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近年、高耐圧電子デバイスや高出力光デバイスの基板材料として、窒化ガリウム（GaN）自立結晶の品

質向上に関する研究が進められている。我々はこれまで、時間分解フォトルミネセンス法による少数キャリ

ア寿命の計測と、陽電子消滅法による欠陥種の定量計測を組み合わせ、構造欠陥が少ない高品質なア

ンドープもしくは n型 GaN結晶において、主たる内因性非発光再結合中心（NRC）がガリウム空孔と窒素

空孔の複空孔（VGaVN）であることを見出した[1]。また、積分球を用いた全方位フォトルミネセンス（ODPL）

法による発光量子効率計測法を新たに提案し、バンド端発光の発光効率と NRC 濃度との相関を調査し

ている[2]。また最近では、積分球外に試料を設置して ODPL 分光測定が可能な「φ配置」ODPL 測定装

置の試作も行い[3]、GaN を含めた直接遷移型半導体の大型ウェハの高速・高感度評価法の確立に向け

て研究を推進している。本報告では、φ配置 ODPL 測定を応用する形で、試料の温度を可変とする新し

い ODPL分光装置の試作を行った結果について述べる。 

図 1(a)は従来型の ODPL 測

定における実験配置（2π配

置）を示している。これに対

し試料サイズの制限がないφ

配置 ODPL 測定では、結晶の

自己吸収がある光が積分球側

にしか放出されないことを利

用している。さらに、φ配置

では試料裏面へのアクセスが

容易であるため、冷凍機と真

空槽を用いた試料の冷却も可

能となる。発表では、図 1(c)

に示すような温度可変 ODPL

分光装置にて取得した、GaN自立結晶の発光効率や ODPLスペクトルについて紹介する。 
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Fig. 1 Schematics of ODPL spectroscopy: (a) 2p-configuration, 

(b) f-configuration, and (c) temperature-variable configuration. 
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